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§1. はじめに 

北海道西南部の活火山である有珠山は，1663 年

以来，22～105 年の活動休止期を挟んで，8 回の噴

火をおこなった（横山ほか，1973；曽屋ほか，1981）。

なかでも，1663 年の噴火は，降下軽石やベースサー

ジなど多量のテフラを噴出した大規模な火山活動で

あった。しかし，この火山活動の詳しい推移や個々の

テフラの岩石学的特徴は明らかになっていない。そこ

で，本研究では，有珠山東麓の露頭にもとづいて岩

相および岩石学的特徴を示し，有珠山 1663 年噴火

の推移を考察する。また，胆振～十勝地域で採取し

た試料と比較し，噴出物の分布をあきらかにする。な

お，本稿では，有珠山 1663 年噴火で生じた一連のテ

フラを「有珠山 1663 年噴出物（Us-1663）」とよび，そ

のうちプリニアン噴出物を有珠ｂテフラ（Us-b）とよぶこ

ととする。 

 

§2. Us-1663 の岩相と噴火の推移 

伊達市西関内町（Loc.1）において，Us-1663 は 13

のユニットに区分できる（位置を図 1 に，層序を図 2 に

示す）。 

最下位の第 1 層は，層厚 10cm，粒径 5mm の軽石

および石質岩片からなる堆積物で，斜交葉理がみら

れる。第 2 層は，層厚 7cm，粒径 10mm 以下の降下軽

石で，平行葉理がみられる。その上位には，層厚

55cm の降下軽石が位置する（第 3 層）。軽石の粒径

は，下部で 80mm 前後，上部で 50mm 前後である。第

4～10 層の各ユニットは，いずれも層厚 10cm 以下，

粒径 5mm 以下の降下軽石または火山灰で，平行葉

理が認められる。ただし，第 7 層および第 9 層は塊状

で，本質物質に乏しい。第 11 層は，層厚 3cm，細砂

サイズの降下火山灰で，火山豆石を含む。第 12 層は，

層厚 7cm，細砂～粗砂サイズの火山灰で，斜交葉理

がみられる。第 13 層は，層厚 9cm，粒径 60mm 前後

の淘汰の悪い降下軽石である。 

これらテフラの岩相や堆積構造から考えて，第 1～

2 層は水蒸気マグマ噴火によるベースサージおよび

降下軽石，第 3 層はプリニアン噴火による降下軽石，

第 4～13 層は，水蒸気マグマ噴火によるベースサー

ジ（第 12 層）および降下火山灰～軽石堆積物と考え

られる。よって，有珠山 1663 年噴火は，大きくわけて，

(1)水蒸気マグマ噴火，(2)プリニアン噴火，(3)水蒸気

マグマ噴火の 3 ステージに区分できる。 

有珠山 1663 年噴火の経過については，松前藩

主・松前志摩守高広による『寛文三年八月廿日 松

前志摩在所山焼申儀注進之』に詳しい（武者，1941

に収録）。それによると，「七月十一日より十三日迄，

無間少宛地震仕候，同十四日明方より，殊外山焼出，

同十五日，弥地震大に仕候，夥敷浦山共に鳴渡り，

灰降申，（中略）山之焼灰に而，うすより在城之方海

上二日路の間，汀より弐千七百間余，陸地のごとくに

罷成候」と記述されている。これは，七月十一日（グレ

ゴリオ暦で8月13日）頃から火山性地震が発生したこ

と，十四日（8 月16 日）に噴火が開始したこと，十五日

（8 月 17 日）に大規模な噴火があり降下テフラが海上

を覆ったことを示す。また，「然共七月末迄，すきとは

止申さず候」と記述があり，七月末（8 月末）まで火山

活動が続いたと考えられる。 

津軽藩の記録（『津軽家紀 弘前御城日譜』：東京

大学地震研究所，1982 に収録）によると，七月十五

日（8 月 17 日）「自朝北方大鳴動如震如烟物遥簇自

晩及夜地数大震北方光如電」の記述に続いて，十六

日（8 月 18 日）「辰刻地震如馬頭鬣物降」とある。これ

は，地震およびペレーの毛の降下を示し，十六日に

も噴火したことは明らかである。さらに，十八日（8 月

20 日）の「未ノ刻地震」および十九日（8 月 21 日）の

「暁地震」の記述（『津軽家紀 弘前御城日譜』），二

十五日（8 月 27 日）「丑刻地震西ノ方ヨリ鳴物アリ家中

ノ侍登城」（『津軽家紀 日譜』：東京大学地震研究所，

1982）の記述も，それぞれ有珠山の火山活動を示唆

する。 

野外での観察結果と古記録を対応させると，有珠



 

山 1663 年（寛文三年）噴火の推移は以下のように推

定できる。 

(1)火山性地震の開始：8 月 13～15 日（七月十一～

十三日） 

(2)水蒸気マグマ噴火の開始：8 月 16 日（七月十四

日） 

(3)プリニアン噴火：8 月 17 日（七月十五日） 

(4)水蒸気マグマ噴火の継続：8 月下旬（七月末）ま

で 

(5)爆発的噴火の終了：8 月下旬（七月末）ころ 

 

 

§３. Us-1663 の岩石学的特徴 

Loc.1 で採取した Us-1663 について，鉱物組成，

火山ガラス屈折率，斜方輝石屈折率を測定した。火

山ガラス屈折率は，Nakamura et al.（2002）の方法で

脱水ガラス屈折率を測定した。 

その結果，プリニアン噴出物と水蒸気マグマ噴出

物では岩石学的特徴が異なることが明らかとなった。

プリニアン噴出物は，スポンジ状火山ガラス（n=1.489

～1.492）に富み，少量の斜長石，斜方輝石（γ

=1.735～1.740），単斜輝石，普通角閃石を含む。い

っぽう，水蒸気マグマ噴出物は，フレーク状火山ガラ

ス（n=1.475～1.490），斜長石，斜方輝石（γ=1.700

～1.710），単斜輝石を含み，普通角閃石を含まな

い。 

このような岩石学的特徴の相違は，有珠山 1663 年

噴火の際に組成の異なる２つのマグマが関わった可

能性を示唆する。 

 

§4. 広域対比 

有珠山南麓～十勝平野南部の 11 地点（図 1 およ

び図 2，Loc.2～12）で，Us-1663 を採取し，脱水ガラ

ス屈折率を測定した。その結果，給源遠方に分布す

る Us-1663 のほとんどは，脱水ガラス屈折率が

n=1.489～1.492 であり，プリニアン噴出物（Us-b）に

同定される（Loc.4，5，8～12）。いっぽう，Loc.2，3，6

では，n=1.472～1.486 であり，水蒸気マグマ噴出物

に由来すると考えられる。また，Loc.7 では，樽前ｂテ

フラ（Ta-b：西暦 1667 年噴火，山田，1958）の直下に

Us-1663 があり，その上部 2cm の降下火山灰は脱水

ガラス屈折率が n=1.480～1.489，下部 12cm の降下

軽石は n=1.490～1.492 である。これらは，それぞれ

水蒸気マグマ噴出物とプリニアン噴出物に同定され

る。 

以上より，有珠山 1663 年噴火によるプリニアン噴

出物（Us-b）は，有珠山麓～白老，平取のほか，十勝

平野南部に分布する。とくに，十勝平野南部では最

大層厚 4cm と厚い。ここでは，Ta-b が Us-b を直接覆

うため，これまで Us-b と Ta-b がしばしば混同され
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てきた。また，水蒸気マグマ噴出物は従来知られてい

たよりも広く分布しており，苫小牧（Loc.6）や平取

（Loc.7）で初めて確認された。 

 

図 1 有珠山 1663 年噴出物の分布および試料採

取地点の位置 



 

§5. まとめ 

(1)有珠山の 1663 年の火山活動は，水蒸気マグマ

噴火で始まり，プリニアン噴火による大規模な降下軽

石を放出した後，水蒸気マグマ噴火を断続的に繰り

返した。 

(2)水蒸気マグマ噴出物とプリニアン噴出物は，鉱

物組成，脱水ガラス屈折率，斜方輝石屈折率などが

異なり，両者は区別できる。 

(3)プリニアン噴出物（Us-b）は，十勝平野南部で最

大層厚約4cmになる。また，水蒸気マグマ噴出物は，

苫小牧～平取付近まで分布する。 

今後は，Us-1663 の fall-unit，flow-unit ごとの詳細

な分布，岩相変化を記載し，1663 年噴火の推移をよ

り詳しく解明する必要がある。さらに，火山ガラスおよ

び斜方輝石屈折率などにもとづいて，有珠山 1663 年

噴火に関わったマグマの性質やマグマミキシングの

問題点（たとえば，Tomiya and Takahashi，1995）につ

いて考察したい。また，Us-1663，Us-b は，胆振～十

勝の広域に分布するすぐれた年代示標層である。近

年，十勝～根室の沿岸地域で 17 世紀初頭の津波堆

積物が発見されている（平川ほか，2000a；2000b；平

川･中村，2001；七山ほか，2000；2001a；2001b）。そ

の西側地域である胆振～日高で津波堆積物を記載

する際に，Us-b は重要な示標テフラとなるだろう。 
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 図 2 有珠山 1663 年噴出物の地質柱状図 


